
 
 

一

 
 
 

少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 
 

少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律 

 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
」
を

「
第
六
条
」
に
、
「
六
条
を
」
を
「
七
条
を
」
に
改
め
、
第
六
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
児
童
相
談
所
長
の
要
請
等
に
よ
る
警

察
官
等
の
調
査
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 
 

児
童
相
談
所
長
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
少
年
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
通
告

を
受
け
た
場
合
又
は
同
法
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
十
五
条
の
八
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
送
致
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
か
つ
適
切
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
署
長
に
対
し
、
事
件
に
つ

い
て
調
査
を
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
六
条
の
二
第
三
項
中
「
第
六
条

の
五
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
調
査
は
」
を



 

二

『
警
察
官
は
、
前
二
項
の
調
査
（
以
下
第
六
条
の
八
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
調
査
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
は
』
に
改
め
、

「
と
し
て
」
の
下
に
「
、
こ
れ
を
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

警
察
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
場
合
に
は
、
所
属
の
警
察
官
に
事
件
に
つ
い
て
調
査
を
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
警
察
署
長
は
、
児
童
相
談
所
長
の
同
意
を

得
て
、
所
属
の
警
察
官
に
事
件
に
つ
い
て
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
六
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
官
が
調
査
を
適
切
に
行
う
た
め
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
準
則
は
、
国
家

公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
六
条
の
三
中
「
前
条
第
一
項

の
」
を
削
り
、
同
改
正
規
定
中
第
六
条
の
六
を
削
り
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
第
六
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
の
」
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
の
六
と
し
、
第
六
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
質
問
に
際
し
て
の
立
会
い
、
告
知
及
び
記
録
） 



 
 

三

第
六
条
の
五 

前
条
第
一
項
の
少
年
に
対
す
る
質
問
に
際
し
て
は
、
少
年
、
保
護
者
、
児
童
福
祉
司
（
児
童
福
祉
法
第
十
二

条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
司
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
第
六
条
の
三
の
付
添
人
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
単
に
「
付
添
人
」
と
い
う
。
）
が
求
め
た
と
き
は
、
児
童
福
祉
司
又
は
付
添
人
の
立
会
い
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
質
問
の
日
時
及
び
場
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
児
童
福
祉
司
又
は
付
添
人
に
こ
れ
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
条
第
一
項
の
少
年
に
対
す
る
質
問
に
際
し
て
は
、
警
察
官
は
、
少
年
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
答
弁
を
強
要
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
こ
と
及
び
児
童
福
祉
司
又
は
付
添
人
を
質
問
に
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
条
第
一
項
の
少
年
に
対
す
る
質
問
に
際
し
て
は
、
少
年
の
答
弁
及
び
質
問
の
状
況
の
す
べ
て
を
記
録
媒
体
（
映
像
及

び
音
声
を
同
時
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
（
少
年
又
は
質
問
に
立
ち
会
う
者
の
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
音
声

の
み
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
）
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
を
し
た
記
録
媒
体
に
つ
い
て
は
、
質
問
を
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
少
年
の
面
前
に



 

四

お
い
て
封
印
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
記
録
媒
体
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
を
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
質
問
に
立
ち
会
つ
た
者
に
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

前
項
の
確
認
が
さ
れ
た
と
き
は
、
同
項
の
封
印
に
質
問
に
立
ち
会
つ
た
者
の
署
名
押
印
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
六
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

（
質
問
の
中
止
要
請
等
） 

第
六
条
の
七 

児
童
相
談
所
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
署
長
に
対
し
、
第
六
条
の
四
第
一
項
の
少
年
に

対
す
る
質
問
の
中
止
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

警
察
署
長
は
、
前
項
の
求
め
を
受
け
た
と
き
は
、
所
属
の
警
察
官
に
対
し
第
六
条
の
四
第
一
項
の
少
年
に
対
す
る
質
問

を
中
止
さ
せ
る
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
六
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。 

 

（
書
類
等
の
送
付
） 

第
六
条
の
八 

警
察
署
長
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
調
査
に
係
る
書
類
、
証
拠
物
そ
の
他
参



 
 

五

考
と
な
る
資
料
を
児
童
相
談
所
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
八
条
の
改
正
規
定
中
『
、
「
司
法
警
察
員
」
の
下
に
「
、
警
察
官
」
を
』
を
削
る
。 

 

第
一
条
中
第
十
四
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

第
十
六
条
第
一
項
中
「
（
児
童
福
祉
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
司
を
い
う
。
第
二
十
六
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
一
条
中
第
十
八
条
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
六
条
の
三
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を
削
る
。 

 

第
二
条
の
う
ち
第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
一
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

初
等
少
年
院
に
お
け
る
処
遇
は
、
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
処
遇
と
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
条
の
う
ち
第
二
条
の
改
正
規
定
中
「
十
二
歳
」
を
「
十
四
歳
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
う
ち
第
四
十
一
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
を
削
る
。 

 

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
児
童
相
談
所
等
に
係
る
体
制
の
整
備
） 



 

六

第
五
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
に
適
切
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
児
童
相
談
所
、
児
童
自
立
支
援
施
設
等
に
つ
い
て
、
職
員
の
増
員
、
研
修
そ
の
他
職
員
の
資
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
措
置
の
実
施
、
施
設
の
充
実
等
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
経
過
措
置
）
」
を
付
す
る
。 

附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
を
削
る
。 

 


